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令和7年9月30日

KDDI株式会社

モバイル網固定電話の技術的条件に関する検討作業班（第１回）

ホームプラス電話のサービス概要
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ホームプラス電話のサービス概要

３ 制度化にあたっての要望

ホームプラス電話とワイヤレス固定電話との差分
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2１．ホームプラス電話のサービス概要

⚫ ホームプラス電話は、光ファイバーやケーブルといった固定回線の代わりに、VoLTE（LTEネッ
トワーク上で音声通話を実現する技術）と高品質IPネットワークとを組み合わせて提供する固定
電話サービスです。

⚫ 固定回線が必要なサービスのエリア外であってもWi-Fiルータ、auスマートフォン・auケータ
イと組み合わせておトクにご利用いただけます。

⚫ もちろん従来の電話サービスと同様に、市内電話、市外電話、国際電話、IP電話への通話、携帯
電話・PHSへの通話、緊急通報（110番、118番、119番）もご利用いただけます。
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3１．ホームプラス電話のサービス概要

⚫ ホームプラス電話は、au携帯電話網区間（＝携帯電話用設備）とKDDI固定網区間（＝0ABJ-IP電話用設備）を組み合わせた、電
話転送役務として提供中。

⚫ 一般呼は067890⇔0ABJの変換を実施。
⚫ 緊急呼は発信転送方式ではなく、契約者宅の据置型端末から携帯電話として発信。（067890番号を緊急機関へ通知）

着信転送

KDDI固定網au携帯電話網

加入者
交換設備

契約者宅

同一番号区画

端末系
伝送路

端末設備A
（番号：0ABJ）

通話先C
（番号C）

他社様網
等

発信転送 発番0ABJの表示Cをダイヤル
（据置型端末が特番を付加）

0ABJをダイヤル0ABJ宛て->067890宛てに転送発番Cの表示

位置移動
検出システム

据置型
端末

端末設備B
（番号：067890））

発番067890->0ABJに書換

携帯電話用設備 0ABJ-IP電話用設備

緊急機関

緊急通報時は
067890を通知

←責任分界点（UNI）
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4１．ホームプラス電話のサービス概要

位置固定方式

本サービスの提供においては、据置型端末にGPS機能を搭載し、お客様情報(顧客ＤＢ上の番号区画)と据置型端末の位置情報を照合する

ことで、据置型端末の移動状況を監視し、初期契約時の住所と異なる場所に所在が発覚した際は発番号表示の停止、サービス停止等の措置
を実施しています。

接続可能な端末の条件

✓ 端末設備等規則を満たす固定電話端末であれば、原則どのような端末でも利用可能です。

✓ 但し、緊急通報などを行う自動通報装置（電話機）などではご利用いただけません。

端末との接続インタフェース

✓ 据置型端末とお客さまの電話端末間は、モジュラーケーブルを利用して接続を行います。（アナログ電話と同等）

据置型端末

②端末で取得した位置情報を
 サーバ側へ送信

①端末の位置情報取得
セル測位／GPS測位

③以下を照合
・端末より受信した位置情報
・顧客ＤＢ上の番号区画

位置移動検出サーバ

顧客DB
通信モジュール
(GPS搭載)

契約時の
お客様情報

(住所等)を保有

お客様の電話端末
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5１．ホームプラス電話のサービス概要

機能 詳細

緊急通報 緊急通報は携帯電話として発信する。
緊急機関の指令台には、据置型端末の位置情報（緯度経度）及び電番（067890番号）を通知。

品質 固定電話網と携帯電話網を介するサービス。携帯電話網と同等の通信品質は確保。
インターネット区間転送はない状況。

海外からの発信 サービスそのものが海外使用不可。

ファクシミリ ネットワーク蓄積型で提供

利用する通信プロトコル

各機能

音声通話の通信プロトコルは、SIPを利用しております。

提供エリアについて

番号区画ごとに端末系伝送路設備の設置が必要となるため、ホームプラス電話のサービス可能範囲はauの電波
が届き、かつ弊社が当該端末系伝送路設備を設置可能なエリアとなります。
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62．ホームプラス電話とワイヤレス固定電話との差分

ワイヤレス固定電話との差分

ワイヤレス固定電話の責任分界点ホームプラス電話の責任分界点

事業用電気通信設備

据置型端末 お客さま電話端末

au携帯
電話網 基地局

KDDI
固定網

端末設備

責任の分解（UNI）

サービス 方式 携帯網の位置付け 品質 緊急通報 責任分界点

ホームプラス
電話

転送電話
転送第1呼区間
(067890)

固定網区間：IP電話の基準を遵守
携帯電話網区間：自主基準を遵守

携帯電話と同等
据置型端末と基地局
の間（無線区間）

ワイヤレス固
定電話

ネイティブ 端末系伝送路相当 ワイヤレス固定電話専用の基準を遵守 アナログ電話と同等
宅内装置(ﾀｰﾐﾅﾙｱﾀﾞ
ﾌﾟﾀ)と電話機の間
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73．制度化にあたっての要望

通信品質

✓ 携帯電話相当（自主基準）を要望します

緊急通報

✓ 携帯電話相当を要望します。

責任分界点

✓ 携帯電話相当（携帯電話基地局と宅内装置(TA)の間）を要望します

その他

✓ 宅内装置(TA)がお客様責任設備となる前提で、電源供給・監視信号に関する規定は適用除外されることを想定しております

✓ 転送電話方式では、サービス提供するお客様と同一番号区域内のNW局舎内に回線及び端末設備(EGW)を設置する事が
必須となっていますが、これが負担となっており、将来的にモバイル網固定電話のサービス維持が困難になる事も想定されますの
で、設置不要とする等の緩和措置を要望します
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